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今
年
の
予
算

3/10～3/19

定例会第
１
回

　

収
入
（
歳
入
）
の
大
き
な

柱
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、

前
年
度
対
比
２
０
０
０
万
円

減
の
17
億
９
０
０
０
万
円
を

見
込
み
、
収
入
全
体
の
53
・

４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
税
な
ど
の
自
主

財
源
は
５
億
６
０
６
５
万
円

と
、
収
入
全
体
の
16
・
７
％

に
と
ど
ま
り
、
う
ち
１
億
２

３
７
０
万
円
は
、
貯
金
（
基

金
）
を
取
り
崩
し
、
繰
り
入

れ
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
（
歳
出
）
は
、
前
年

度
対
比
６
・
５
％
減
の
予
算

規
模
と
な
り
、
消
防
費
は
防

災
用
備
蓄
庫
建
設
工
事
及
び

防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
が

完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
対
比
66
・
４
％
減
と
、

大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
江
地
区
コ
ミ
セ

ン
建
設
事
業
が
今
年
度
着
工

す
る
こ
と
に
伴
い
、
民
生
費

は
前
年
度
対
比
34
・
２
％
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
前
年

度
に
引
き
続
き
、
施
設
園
芸

ハ
ウ
ス
導
入
事
業
な
ど
、
強

い
農
業
づ
く
り
を
支
援
す
る

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

予
算
の
概
要

ニキボーのなになに？

◇
一
般
会
計

　

前
年
度
対
比
６
・
５
％
減

の
総
額
33
億
４
７
８
７
万
１

０
０
０
円
と
す
る
当
初
予
算

が
提
案
さ
れ
、
討
論
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計

　

前
年
度
対
比
０
・
２
％
減

の
総
額
２
億
４
２
７
１
万
５

０
０
０
円
と
す
る
当
初
予
算

が
提
案
さ
れ
、
討
論
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

◇
簡
水
特
別
会
計

　

前
年
度
対
比
９
・
６
％
減

の
総
額
３
億
７
６
６
６
万
８

０
０
０
円
と
す
る
当
初
予
算

が
提
案
さ
れ
、
討
論
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

◇
後
期
医
療
特
別
会
計

　

前
年
度
対
比
１
・
０
％
減

の
総
額
６
３
２
３
万
６
０
０

０
円
と
す
る
当
初
予
算
が
提

案
さ
れ
、
討
論
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

当
初
予
算

　第１回定例会は、３月10日に開会し、３月19日閉会しました。
　町から当初予算、補正予算、財産取得、条例制定・改正、指定管理者、協定変更、規約変更、人事案件が上
程され、すべての議案を可決しました。（当初予算、条例制定・改正、指定管理者の15議案は、予算委員会で
審査し、最終日の本会議で可決）
　また、委員会提出議案として１件の条例改正、議員提出議案として５件の意見書を提出し、すべての議案を
可決しました。
　一般質問では４名の議員が登壇し、考えを問いただしました。

議会費 5726万円

総務費 4億9842万円

民生費
9億9719万円

衛生費
4億466万円

農林水産業費
1億9378万円

土木費
2億7031万円

消防費 1億8966万円

教育費
2億1982万円

返済金（公債費）
 4億8222万円

その他 3455万円

支出

自主
財源依

源
財

存 収入

町税
2億6648万円

繰入金 1億2370万円
繰越金 500万円

使用料及び手数料
8212万円

国庫支出金
4億4221万円

道支出金
1億7949万円

地方交付税 17億9000万円

諸収入 5772万円

借入金(町債)

2億8790万円

その他の収入
2563万円

その他の交付金 8762万円

可
決国民健康保険事業

簡 易 水 道 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

２億４２７１万円
３億７６６６万円

６３２３万円

特
別
会
計

３３億４７８７万円一般会計

強い農業づくりで町を豊かに
経済や雇用に大きな役割を担う農業

no.104 no.102 no.100no.99no.98no.97no.96no.93no.92no.91

平成23年８月から開始した表紙との連動企画「絆～家族のつながり～」の中から、農業

従事者の家族を再度訪問し、表紙を飾ったお子さんのお父さんを撮影してきました。

ニキボーのつぶやき
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地方創生の推進に取組む
学
び
が
保
証
さ
れ
る
教
育
行
政
を
執
行

１　挨拶の励行　　　　４　健やかな体の育成
２　確かな学力の向上　５　信頼される学校づくり
３　豊かな心の育成　　６　安全・安心な学校・地域づくり

学校教育６つの重点

生涯学習４つの重点
１　第７期社会教育中期計画３年次目の事業推進
２　文化活動の推進
３　スポーツ活動の推進・充実
４　社会教育施設の有効利用

3/10～3/19

定例会第
１
回

　

佐
藤
町
長
は
、
平
成
27
年

度
町
政
執
行
方
針
に
お
い
て

「
本
町
は
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
流
出
が
進
み
、
基
幹
産

業
の
農
業
が
衰
退
す
る
な
ど

極
め
て
厳
し
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
克
服
、
地
方

創
生
の
推
進
は
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
あ
り
、
政
府
の
取

組
み
と
十
分
連
携
し
、
自
ら

の
地
域
の
将
来
は
自
ら
が
決

め
る
と
い
う
決
意
を
新
た
に

創
意
工
夫
し
、
全
力
で
こ
の

課
題
解
決
に
向
け
取
組
み
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

安
心

誰
も
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
家
庭
や
友
人
な
ど
と
の
温
か
い
絆
を

保
ち
な
が
ら
す
べ
て
の
人
々
が
家
庭
や
地
域
の
中
で
自
立
し
た
安
心

の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
共
に
支
え
、
共
に
生
き
る
福
祉
社
会

の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

道
路
・
河
川
・
水
道
の
整
備
と
維
持
管
理
及
び
雪
対
策
な
ど
を
通

じ
、
町
民
の
安
全
・
安
心
で
快
適
な
生
活
を
守
り
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

潤
い

豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

豊
か
で
活
力
あ
る
仁
木
町
農
業
の
実
現
に
向
け
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

桜
桃
、
ブ
ド
ウ
、
水
稲
な
ど
、
本
町
の
誇
る
農
産
物
を
武
器
に
、
農

業
者
、
関
係
機
関
は
も
と
よ
り
多
様
な
企
業
と
も
連
携
し
、
強
い
農

業
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

活
力

　

地
方
分
権
型
社
会
に
対
応
し
た
広
域
行
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
も
、
周
辺
市
町
村
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら
相
互
の
連

携
を
強
め
、
地
域
の
特
色
や
実
情
に
応
じ
た
取
組
み
に
努
め
ま
す
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働

　角谷教育長は、平成27年度教育
行政執行方針において「仁木に生
まれて良かった、育って良かった
と誰もが思える町にするため、心
豊かに学び育むまちづくり及び学
校教育と生涯学習の一層の連携の
もと、取組みの方向と具体的な施
策を定めました。子どもからお年
寄りまで、町民が果実とやすらぎ
の里に生きる喜びを実感し、心豊
かにそれぞれの場面で学びが保証
され、信頼される教育行政を執行
します」と述べました。

教
育
行
政
執
行
方
針

町政執行方針

学び 心豊かに学び育むまちづくり

　すべての町民が主人公として、お互いに関わり合いながら、
心豊かに学び続ける生涯学習環境の充実を図るとともに、未来
を拓く子どもたちを学校・家庭・地域社会がそれぞれの役割と
責任を自覚し、協働による教育行政を推進します。 安心

潤い協働

活力
♥♥

♥ ♥



議会だより にき  no.105   平成27年５月21日発行　67　議会だより にき  no.105   平成27年５月21日発行  

　

203万円
　

災
害
発
生
時
の

避
難
施
設
等
に
必

要
と
な
る
投
光
器

や
暖
房
器
具
な
ど

の
防
災
資
機
材
や

備
蓄
食
料
を
購
入

し
ま
す
。

　

防
災
資
機
材
等
購
入

安心

　地域協力活動に従事する地域おこし協力隊を４月から

募集し、７月から活動可能となるよう、関係機関と調整

しながら取り組みます。

　地域おこし協力隊活力

1145万円

　

指
導
農
業
士
な
ど
先
進
的
な
農
業
者
が
、
農
業

体
験
や
農
業
研
修
の
た
め
、
新
規
就
農
希
望
者
を

受
け
入
れ
た
場
合
、
そ
の
指
導
に
対
す
る
謝
礼
を

交
付
す
る
た
め
の
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

研
修
受
入
農
家
謝
礼
制
度

活力

30万円

　大江地区コミュニティセンター建設

　大江地区の地域活動拠点施設とし

て、保育所及び防災備蓄倉庫を併設

した複合施設を建設します。

　本年度は本体工事を実施し、平成

28年４月の供用開始を予定していま

す。外構工事等は、平成28年度に実

施する予定です。

2億9529万円

　冬期間の生活を支援するため、低所得

者世帯に対し１万円を助成します。

　ぬくもり灯油助成安心

235万円

安心

　

母
子
保
健
で
は
、
妊

婦
健
診
、
乳
幼
児
健
診

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
栄
養
食

品
を
支
給
す
る
と
と
も

に
、
助
産
師
等
の
専
門

的
な
職
種
を
活
用
し
た

離
乳
食
教
室
、
母
親
学

級
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
教
室
、
す
く
す
く
広

場
、
保
健
師
等
に
よ
る

訪
問
活
動
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

368万円

　

児
童
環
境
づ
く
り
基
盤
整
備
等

安心

　

本
町
の
農
産
物
や
加

工
品
な
ど
の
特
産
品
を

全
国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
寄
附
者
に

対
し
て
感
謝
の
意
を
表

す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
か
か
る
返
礼
品

贈
呈
事
業
を
本
年
度
か

ら
本
格
的
に
取
組
み
ま

す
。

　

返
礼
品
贈
呈
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

活力

91万円

　浄化槽設置助成潤い

　

快
適
で

衛
生
的
な

生
活
環
境

の
確
保
と

河
川
の
水

質
保
全
の

た
め
、
個

人
設
置
・

個
人
管
理

に
よ
る
合

併
処
理
浄

化
槽
の
設

置
に
対
し

助
成
し
ま

す
。

2422万円

　

持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
実
現
を
目
指
し
、
交
通

空
白
地
域
と
さ
れ
る
区
域

内
の
移
動
支
援
に
つ
い
て

現
況
実
態
把
握
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
公
共
交

通
体
系
の
方
針
を
整
理
し

計
画
策
定
な
ど
具
体
的
に

検
討
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

潤い

354万円

2000万円

　昨年度に引き続き

平成28年度までの３

か年事業として実施

します。

　ミニトマトなど施

設園芸の生産拡大を

目指す農業者を支援

するため、ハウス資

材の購入に対し補助

します。

　施設園芸ハウス導入助成活力

ことしの仕事
ピックアップ
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予
算
等
審
査

予
算
等
審
査

皆さん

　の税金
　

一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
当
初
予
算
案
、
指
定

管
理
者
の
指
定
議
案
、
当

初
予
算
関
連
議
案
は
、
議

長
を
除
い
た
議
員
８
名
に

よ
る
各
会
計
予
算
特
別
委

員
会
（
野
崎
委
員
長
・
嶋

田
副
委
員
長
）
が
設
置
さ

れ
、
こ
れ
に
付
託
し
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
議
案
ご

と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
す
べ
て
の
予
算

案
を
全
員
賛
成
で
「
可
決

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し

た
こ
と
か
ら
、
最
終
日
の

本
会
議
に
お
い
て
、
野
崎

委
員
長
か
ら
委
員
会
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
委
員
会
の

概
要

ニキボーのなになに？

敬
老
会
開
催
方
法

乳
幼
児
医
療
費
の
無
償
化

　
　
　
　

シ
カ
の
被
害
対
策

　
　
　
　

に
つ
い
て
、
あ
る

一
定
期
間
の
狩
猟
期
間
を
決

め
て
一
斉
に
駆
除
し
て
も
ら

う
よ
う
な
考
え
は
。

　
　
　
　
　

昨
年
度
、
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
が
一
斉
駆

除
の
日
を
２
日
間
設
け
て
実

施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
以
降
も
、
一
斉
駆

除
の
日
を
設
け
な
が
ら
被
害

防
止
に
向
け
、
対
策
を
講
じ

る
。

農
政
課
長

有
害
鳥
獣
対
策

　
　
　
　

準
要
保
護
児
童
の

　
　
　
　

就
学
援
助
に
つ
い

て
、
入
学
準
備
金
は
入
学
前

に
支
給
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
が
、
こ
れ
は
い
つ
支
給
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

昨
年
度
は
６
月

上
旬
に
支
給
し
て
い
る
が
、

も
う
少
し
早
く
支
給
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

教
育
次
長

準
要
保
護
児
童
就
学
援
助

　
　
　
　

今
年
度
か
ら
人
事

　
　
　
　

評
価
を
導
入
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
査
定
し
て
い

く
の
か
。

　

ま
た
、
評
価
は
誰
が
行
う

の
か
。

　
　
　
　
　

今
年
度
は
試
行

期
間
と
し
、
本
格
運
用
は
来

年
度
以
降
を
考
え
て
い
る
。

　

人
事
評
価
は
、
職
員
の
働

き
ぶ
り
を
評
価
す
る
も
の
で

能
力
評
価
と
業
績
評
価
か
ら

で
き
て
お
り
、
評
価
結
果
は

昇
進
や
給
与
決
定
な
ど
の
人

事
管
理
に
活
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
評
価
は
、
一
般
職

員
は
管
理
職
で
あ
る
上
司
が

査
定
し
、
管
理
職
は
副
町
長

が
査
定
を
行
う
。

総
務
課
長

職
員
の
人
事
評
価

　
　
　
　
　

昨
年
度
は
、
町

制
施
行
50
周
年
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
全
町
の
75
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
一
堂
に
会
し

て
開
催
し
た
。

　

敬
老
会
終
了
後
に
、
各
地

域
の
関
係
者
か
ら
聞
き
取
り

を
行
っ
た
結
果
、
全
体
的
に

高
齢
化
が
進
み
、
で
き
れ
ば

町
で
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い

う
話
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
と
同
様
に
開
催
す
る
。

住
民
課
長

　
　
　
　

今
年
度
は
、
基
金

　
　
　
　

か
ら
繰
入
し
予
算

を
組
ん
で
お
り
、
医
療
費
が

少
な
く
な
り
、
ま
た
、
返
還

金
が
多
く
な
る
と
基
金
へ
の

積
立
も
増
え
る
が
、
今
後
に

お
い
て
国
保
税
が
引
き
下
げ

に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　

返
還
金
が
発
生

し
た
年
度
も
あ
る
が
、
追
加

納
付
し
て
い
る
年
度
も
あ
っ

た
。
大
き
な
手
術
を
す
る
方

ほ
け
ん
課
長

国
保
税
の
基
金
積
立

が
何
人
も
い
た
場
合
、
医
療

費
が
大
幅
に
上
が
っ
て
し
ま

い
、
国
保
会
計
が
厳
し
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
国
保
税
を

引
上
げ
た
経
過
が
あ
る
。

　

積
立
て
を
し
て
お
く
こ
と

に
よ
り
、
追
加
納
付
が
発
生

し
た
場
合
に
対
応
で
き
る
こ

と
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

状
態
が
続
け
ば
国
保
税
の
引

上
げ
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
基
金
に
積

立
て
を
し
て
い
る
。

新年度予算の使い道

嶋 田 宮 本

　
　
　
　

今
年
度
の
敬
老
会

　
　
　
　

の
開
催
方
法
は
、

昨
年
度
と
同
様
な
の
か
。

住 吉

　
　
　
　

今
年
度
は
、
ど
の

　
　
　
　

く
ら
い
の
植
林
を

計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

今
年
度
は
、
昨

年
度
伐
採
し
た
２
・
６
㌶
に

幅
２
ｍ
と
２
・
５
ｍ
、
１
㌶

当
た
り
２
０
０
０
本
を
植
え

る
計
画
で
あ
る
。

総
務
課
長

町
有
林
の
植
林
計
画

大 野

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　

返
礼
品
は
、
ど
の

く
ら
い
の
金
額
の
も
の
を
返

礼
に
充
て
る
の
か
。

　
　
　
　
　

約
40
％
を
返
礼

に
充
て
る
こ
と
で
考
え
て
い

る
。
返
礼
品
と
し
て
、
本
町

の
果
物
や
加
工
品
等
を
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
し
、
そ
の
中
か
ら

選
ん
で
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム

と
す
る
。

企
画
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

林

　
　
　
　

町
道
の
維
持
管
理

　
　
　
　

に
つ
い
て
、
い
つ

ま
で
も
建
設
課
の
職
員
だ
け

で
の
対
応
は
難
し
い
と
考
え

る
が
、
将
来
的
な
部
分
に
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

現
在
の
職
員
体

制
で
、
す
べ
て
の
道
路
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
、
更
に
は
ゴ
ミ

や
落
ち
葉
等
を
片
付
け
る
こ

と
に
つ
い
て
、
手
が
回
ら
な

い
状
況
が
多
々
あ
る
の
も
承

知
し
て
い
る
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
将
来

建
設
課
長

町
道
維
持
管
理

横 関

　
　
　
　

観
光
協
会
事
務
局

　
　
　
　

は
観
光
管
理
セ
ン

タ
ー
に
移
る
こ
と
か
ら
、
観

光
Ｐ
Ｒ
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し

い
が
、
観
光
協
会
と
協
議
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

観
光
管
理
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
と
し
て
、
仁

木
マ
ル
シ
ェ
（
仮
称
）
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
週
１
～
２
回

開
催
す
る
方
向
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。

企
画
課
長

観
光
Ｐ
Ｒ
の
充
実

上 村

　
　
　
　

乳
幼
児
医
療
費
を

　
　
　
　

補
助
す
る
町
村
が

増
え
て
き
て
お
り
、
医
療
費

の
無
償
化
が
切
実
に
求
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
と
考
え

る
が
、
本
町
で
補
助
す
る
考

え
は
。

　
　
　
　

他
町
村
と
同
様
に

小
中
学
生
の
医
療
費
を
補
助

す
る
制
度
を
作
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
あ
る
が
、
今
の

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
難

し
い
。

町 

長
上 村

上 村

上 村

　平成27年度当初予算及び予算関係議案並びに指定管理者の指定議案は、議長を除く議

員８名による各会計予算特別委員会を設置し、延べ４日間にわたり審査を行いました。

　予算は、町の１年間の収入と支出の見積もりであると同時に、町民に対してどれほど

の租税公課を義務付け、また、どんな行政サービスを行うかを約束するものです。

　ここでは、委員会で行われた質疑を要約して掲載します。野 崎

委員長

観光協会が指定管理者となった観光管理センター（北町８丁目） 一堂に会して開催された平成26年度敬老会（町民センター）

副委員長

嶋 田

的
に
道
路
維
持
管
理
の
業
務

委
託
等
を
検
討
し
な
け
れ
ば

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
危

惧
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
今

年
度
は
今
ま
で
ど
お
り
実
施

す
る
こ
と
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
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フルーツパークの管理者が変わりました

うまいもんじゃ祭り（農村公園フルーツパークにき）

3/10～3/19

定例会第
１
回

観光協会事務所 → 観光センターに移転

施　　　設　　　名 指　定　管　理　者

高齢者福祉施設（いきいき88） 東京美装北海道株式会社

大江へき地保育所 大江へき地保育所父母会

銀山へき地保育所 銀山へき地保育所父母会

然別生活館 然別町内会

大江生活改善センター 大江連合町内会

銀山生活改善センター 銀山さわやか福祉ＮＰＯ

銀山老人憩の家 銀山さわやか福祉ＮＰＯ

山村開発センター 東京美装北海道株式会社

農村公園フルーツパークにき 株式会社ムーン企画

観光農園等管理施設（観光センター） 仁木町観光協会

　

町
内
施
設
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
議
案
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

指
定
管
理
者

町
内
10
施
設
の
指
定
管

理
者
を
指
定

全
て
の
議
案
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、
平

成
27
年
４
月
１
日
か
ら
３
年

間
で
す
が
、
大
江
へ
き
地
保

育
所
と
大
江
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
の
指
定
期
間
は
、
１
年

間
と
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
に
㈱
ム
ー
ン
企
画
を
指
定

・一般会計（７回目の補正）

1億92万5000円 減 35億1570万8000円

・一般会計（８回目の補正）

4040万円 増 35億5610万8000円

・国民健康保険事業特別会計（４回目の補正）

935万5000円 増 2億9932万2000円

・簡易水道事業特別会計（４回目の補正）

1712万9000円 減 3億9404万9000円

補正額 予算総額

平成26年度会計　補正の結果
補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　

一
般
会
計
予
算
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
、
防
災
無
線
整

備
事
業
及
び
防
災
用
備
蓄
庫

整
備
事
業
の
執
行
残
等
に
よ

る
減
額
補
正
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
会
（
第
４
号
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算
は
、
国
民
健
康
保

険
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立

て
等
に
よ
る
増
額
補
正
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

◇
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　

一
般
会
計
予
算
は
、
地
域

活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
交
付
金
事
業
（
地
域
消

費
喚
起
・
生
活
支
援
型
及
び

地
方
創
生
先
行
型
）
に
よ
る

増
額
補
正
が
提
案
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
簡
水
特
会
（
第
４
号
）

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
は
、
施
設
整
備
事
業
費

及
び
配
水
管
移
設
事
業
費
の

執
行
残
等
に
よ
る
減
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

佐藤町長の

行政報告
administrative report

　

小
樽
協
会
病
院
は
、
昨
年
11
月
に
産
科
の
分
娩
予
約
を

休
止
し
、
小
樽
・
北
後
志
地
域
で
分
娩
可
能
な
医
療
機
関

は
、
小
樽
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
み
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
同
病
院
は
、
北
海
道
の
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
に
も
指
定
さ
れ
、
危
険
を
伴
う
分
娩
を
含
め
、
年

間
約
４
０
０
件
の
分
娩
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
、
私
は
北
後
志
の
町
村
長
と
市
橋
道
議
会
議

員
と
と
も
に
道
庁
を
訪
れ
、
道
に
対
し
同
病
院
が
早
期
に

分
娩
受
付
及
び
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
再
開

で
き
る
よ
う
、
医
師
確
保
等
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
周
産
期
医
療
体
制
の
確
保
に
向
け
、
関
係
市
町

村
と
と
も
に
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

小
樽
協
会
病
院
の
産
婦
人
科
医
師
確
保
を
要
望

◆
介
護
保
険
料
５
３
４
３
円
に
統
一
設
定

　

後
志
広
域
連
合
で
は
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
中
で
、
介
護
保
険
料
は
統
一
保
険
料
を
設
定

す
る
こ
と
に
な
り
、
保
険
料
は
５
３
４
３
円
に
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

仁
木
駅
を
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
や
高
齢
者
が
集
う
場

所
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
を

訪
問
し
、
駅
舎
の
譲
渡
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
の
担
当
者
か
ら
は
、
「
譲
渡
に
向
け

て
の
条
件
整
理
な
ど
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
」
と
の

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
仁
木
駅
の
譲
渡
に
つ
い

て
、
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
に
相
談
「
駅
舎
を
町
民
交
流
の
場
に
し
た
い
」

国
保
財
政
調
整
基
金
に

４
９
４
７
万
円
積
立
て

競争力のあるミニトマト
産地づくり支援事業を実施

地域活性化・地域住民生活等緊急交付金

町の特産品ミニトマト（キャロル７）
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国・政府等への意見書

小
樽
・
北
後
志
の
周
産
期

医
療
体
制
維
持
を
要
望

　

小
樽
・
北
後
志
地
域
に
と

っ
て
「
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
環
境
」
の
確
保

は
、
地
域
社
会
存
続
の
基
盤

で
あ
り
、
小
樽
協
会
病
院
の

周
産
期
医
療
体
制
の
維
持
存

続
は
地
域
住
民
の
願
い
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
小
樽
協
会
病

院
の
周
産
期
医
療
体
制
存
続

の
た
め
、
産
婦
人
科
医
師
の

確
保
な
ど
を
要
望
す
る
も
の

で
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
、
北
海

道
に
提
出
し
ま
し
た
。

▼
小
樽
・
北
後
志
地
域
に
お

　

け
る
周
産
期
医
療
体
制
の

　

維
持
に
関
す
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

野
崎　

明
廣

　
賛
成
議
員　

上
村
智
恵
子

意

見

書

▼
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
に

　

向
け
た
法
的
枠
組
み
」
構

　

築
へ
の
取
組
み
を
求
め
る

　

意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

全
員
賛
成
で
可
決

▼
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
定
的

　

な
事
業
継
続
に
対
す
る
支

　

援
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

全
員
賛
成
で
可
決

▼
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に

　

つ
い
て
法
整
備
を
含
む
強

　

化
策
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

全
員
賛
成
で
可
決

▼
農
業
の
発
展
に
必
要
な
生

　

産
基
盤
整
備
の
拡
充
を
求

　

め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
意
見
書

事　業　名
利　　用　　料

単位 改定前 改定後

軽度生活支援 １時間未満 ３００円 ２９０円

生きがい活動支援通所 １回 ５２０円 ４１０円

生活管理指導 １日 ４５０円 ４３０円

外出支援サービス 片道 ３００円 ２９０円

除雪サービス １回 ３００円 ２９０円

通所型介護予防 １回 ５２０円 ４１０円

条
例
改
正

　

地
域
支
援
事
業
及
び
生
活

支
援
事
業
条
例
の
一
部
改
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
介
護
報
酬

の
改
定
に
伴
い
、
介
護
報
酬

を
基
に
設
定
し
て
い
る
利
用

料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

3/10～3/19

定例会第
１
回

支援サービス利用料を引下げ

地域支援・生活支援事業

輪投げをしながらみんなで団らん（デイサービスセンターえんれいそう）

条
例
制
定

　

子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条

例
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
国
の
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ

き
、
基
本
理
念
や
責
務
を
定

め
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域

社
会
及
び
関
係
団
体
等
が
連

携
し
共
通
認
識
の
下
、
い
じ

め
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
み

を
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
た

め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

い
じ
め
根
絶
に
向
け
た

取
組
を
町
全
体
で
推
進

いじめ防止条例を制定
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
吉
川
さ
ん
を
再
任

す
る
こ
と
に
対
し
、
全
員
賛

成
で
同
意
し
ま
し
た
。

      

吉よ
し   

川か
わ   

輝て
る   

光み
つ   

さ
ん

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
尾
根
内
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
吉
川
さ
ん
を
再
任

人
事
案
件

財
産
取
得

▼
旧
仁
木
商
業
高
校　

教
員

住　

宅
等
及
び
工
作
物

◇
取
得
の
相
手
方

　

北
海
道
教
育
委
員
会

◇
取
得
金
額

　

１
２
９
２
万
６
５
２
０
円

全
員
賛
成
で
可
決

◇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

　
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

　

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

　
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

全
員
賛
成
で
可
決

◇
教
育
委
員
会
教
育
長
の
勤

　

務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等

　

及
び
職
務
専
念
義
務
の
特

　

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

全
員
賛
成
で
可
決

◇
表
彰
条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

◇
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

◇
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ

　

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

　

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
条
例

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月

30
日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会

し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
契
約
変
更
が
上
程

さ
れ
、
常
任
委
員
会
に
付
託

し
て
審
査
し
た
後
、
本
会
議

に
お
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

契
約
変
更

▼
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

◇
変
更
事
項

　

契
約
金
額

◇
変
更
後
金
額

２
億
５
２
２
３
万
４
０
０
０
円

全
員
賛
成
で
可
決

学校・保護者・地域社会・関係団体で連携

◇
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

　

改
正

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

ベビーマッサージ教室（保健センター）

１/30

臨時会第
１
回

◇
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

　

す
る
協
定
の
一
部
変
更

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
志
広
域
連
合
規
約
を
変

　

更
す
る
た
め
の
協
議

全
員
賛
成
で
可
決
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野崎　明廣 議員

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

　第１回定例会の一般質問には、４人の議員が登壇しました。
　紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対す

る方針等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

　本町議会の一般質問は、回数制限及び時間制限を無制限で行っています。

上村　智恵子　議員

これからの介護保険事業について

住吉　英子　議員

地域おこし協力隊制度の活用について

19

18

嶋田　茂　議員

１　我が町の人口減少に
　　　　対する施策について
２　健康な町づくりについて

16 

17

野崎　明廣　議員

公共施設の今後について 15

山
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
銀

山
へ
き
地
保
育
所
の
３
施
設

も
近
い
将
来
、
耐
用
年
数
を

迎
え
、
更
新
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

　

建
築
か
ら
40
年
を
経
過
し

た
施
設
を
維
持
・
管
理
す
る

に
は
、
経
費
増
大
が
必
至
で

町
長

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

然
別
生
活
館
、

銀
山
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
、
銀
山
へ
き
地
保

育
所
は
、
必
要
に
応
じ
て
増

築
、
改
修
及
び
修
繕
を
行
い

な
が
ら
機
能
維
持
に
努
め
て

き
た
。

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持

管
理
に
は
、
多
大
な
経
費
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

公
共
施
設
の
管
理
を
行
う
指

針
と
し
て
、
総
務
大
臣
が
地

方
自
治
体
に
対
し
、　

公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策

定
を
要
請
し
て
い
る
。

　

本
町
と
し
て
も
、
今
後
の

人
口
推
計
に
基
づ
き
、
長
期

町
長

野
崎

的
視
点
に
立
っ
た
老
朽
化
対

策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
計
画
策
定
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。築

40
年
以
上
も

経
過
し
て
い
る

建
物
は
、
今
後
の
方
策
を
早

急
に
打
ち
出
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

教
育
行
政
執
行

方
針
に
も
掲
げ

て
い
た
が
、
今
後
、
小
・
中

学
校
が
一
緒
に
な
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
、
小
中
一
貫
校
と
な

っ
た
場
合
、
空
い
た
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え

て
い
く
。

　

ま
た
、
施
設
の
建
設
は
、

将
来
的
に
町
や
町
民
に
と
っ

て
も
負
担
と
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
つ

つ
も
、
期
間
を
決
め
て
慎
重

に
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

検
討
し
て
い
く
。

野
崎
銀
山
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
、
然

別
生
活
館
、
大
江
へ
き
地
保

育
所
、
大
江
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
、
銀
山
へ
き
地
保
育
所

の
５
施
設
は
建
築
か
ら
40
年

を
経
過
し
て
お
り
、
施
設
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
の
う
ち
、
大
江
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
及
び
大
江
へ
き

地
保
育
所
は
、
平
成
27
年
度

に
複
合
施
設
と
し
て
新
設
さ

れ
る
が
、
然
別
生
活
館
、
銀

　地方公共団体が所有するすべての公共施設

等を対象に、地域の実情に応じて、総合的か

つ計画的に管理する計画のことです。

　この計画は10年以上の長期間にわたる計画

とし、学校や集会施設、公営住宅などの箱物

に限らず、道路、河川や簡易水道などを含め

た地方公共団体が所有するすべての公共施設

を対象に、更新、統廃合、長寿命化など各公

共施設の管理に関する基本的な考えを示すこ

とになっています。

ニキボーのなになに？

公共施設等総合管理計画とは

町
内
施
設
の
早
急
な
老
朽
化
対
策
を

町
長

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る

建築から40年を経過した銀山生活改善センター（銀山地区）
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

雇用の確保、子育て環境の充実が必要町長

「定住したい町」への政策は

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

嶋田　　茂 議員

嶋
田
日
本
創
成
会
議

に
お
い
て
、
２

０
４
０
年
ま
で
に
20
～
39
歳

の
女
性
人
口
が
50
％
以
下
に

減
少
し
、
人
口
１
万
人
以
下

と
な
る
自
治
体
は
消
滅
の
可

能
性
が
高
い
と
い
う
衝
撃
的

な
発
表
が
あ
っ
た
。

　

本
町
の
人
口
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
推

移
す
る
と
、
本
町
の
未
来
は

な
い
と
考
え
る
。

　

北
海
道
厚
真
町
で
は
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
人
材
誘
導
定
住
化
促
進

方
針
を
策
定
し
対
策
を
講
じ

て
い
る
が
、
本
町
は
人
口
減

少
の
問
題
に
対
す
る
施
策
が

町
長

他
の
自
治
体
に
比
べ
、
か
な

り
遅
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
定
住
し
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
町
に
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
政
策
を
打
ち
出

し
て
い
く
の
か
。

　安倍政権の重要政策「地方創生」を

本格的に推進するため、まち・ひと・

しごと創生長期ビジョン及び総合戦略

が掲げられました。

　平成20年に始まった人口減少は、今

後加速度的に進むことが予想され、人

口減少による消費・経済力の低下は、

日本の経済社会に対して大きな重荷と

なることから、「まち・ひと・しごと

創生」では人口減少克服と地方創生を

あわせて行うことにより、将来にわた

って活力ある日本社会を維持すること

を目指しています。

ニキボーのなになに？

地方創生とは

第
５
期
総
合
計

画
に
お
い
て
、

町
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
産

業
の
活
性
化
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
行
い
、
新
た
な
町
民
、

転
入
者
の
受
入
れ
も
強
化
す

る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
口
増
加
を
図
る
に
は
第
１

に
雇
用
の
場
の
確
保
、
次
に

子
育
て
環
境
の
充
実
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
雇
用
の
場
の
確
保

が
重
要
と
考
え
、
新
規
就
農

者
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
等
に
進
出

す
る
企
業
に
対
す
る
支
援
、

観
光
な
ど
の
交
流
人
口
の
増

加
や
企
業
の
誘
致
、
関
連
産

業
の
活
性
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
本
町
の
人
口
減
少

の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
出

生
数
の
減
少
と
死
亡
者
数
の

増
加
に
よ
る
自
然
減
の
影
響

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
出
生

数
の
上
昇
に
繋
が
る
施
策
に

取
組
む
こ
と
が
効
果
的
と
考

え
る
。

本
町
は
、
受
入

体
制
が
整
っ
て

い
な
い
。
土
地
も
あ
る
し
、

農
業
を
教
え
る
人
も
い
る
。

し
か
し
、
い
ざ
来
て
み
た
ら

住
む
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

農
業
関
係
だ
け
と
い
っ
た

ら
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
現
状
は
住
居
が
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

一
戸
建
て
の
住
宅
を
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
に
し
て
、
住
居
を
確

保
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

は
考
え
て
い
な

い
が
、
民
間
企
業
に
集
合
住

宅
を
建
て
て
い
た
だ
き
、
そ

の
う
ち
の
何
戸
か
を
町
で
保

有
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
法

を
検
討
中
で
あ
る
。

町
長
に
は
、
本

町
の
人
口
減
少

問
題
を
、
喫
緊
の
課
題
と
し

て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

地
方
創
生
で

は
５
年
間
の
中

で
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
私
は

早
急
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
と
い
う
部
分
で
は
、
こ

の
町
に
人
を
呼
び
込
み
、
様

々
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
い

く
。

嶋
田

嶋
田

町
長

町
長

嶋
田
我
が
国
の
平
均

寿
命
は
世
界
で

も
高
水
準
に
達
し
、
本
町
に

お
い
て
も
が
ん
や
循
環
器
疾

患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
増

加
、
ま
た
、
高
齢
化
が
進
む

中
、
医
療
、
介
護
に
係
る
費

用
負
担
の
増
大
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

①
本
町
で
は
昨
年
、
国
民
健

康
保
険
税
を
増
額
し
、
町
民

に
負
担
を
強
い
た
経
緯
が
あ

る
。
町
と
し
て
も
、
町
民
の

主
体
的
な
健
康
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
る
が
、
健
康
で
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
本
町
を
「
健
康
推
進
の
ま

ち
」
「
食
育
推
進
の
ま
ち
」

と
し
て
、
施
策
に
取
組
む
考

え
は
。

①
健
康
な
生
活

を
送
り
た
い
、

町
長

住
み
慣
れ
た
町
で
心
豊
か
に

生
活
を
送
り
た
い
と
思
う
す

べ
て
の
町
民
の
願
い
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
第
２
期
健
康

づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、
各

世
代
別
に
生
活
習
慣
病
予
防

に
視
点
を
置
い
た
項
目
を
定

め
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
。

　

健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
増

進
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生

活
の
安
定
化
や
医
療
保
険
制

度
の
安
定
化
に
つ
な
が
り
、

健
や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る

社
会
の
実
現
が
図
れ
る
も
の

と
考
え
る
。

②
各
種
が
ん
検
診
や
特
定
健

診
の
推
進
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
に
よ
る
健
康
教
育
や

栄
養
指
導
、
健
康
運
動
指
導

士
に
よ
る
健
康
運
動
教
室
の

開
催
、
更
に
気
軽
に
運
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
町

民
の
健
康
増
進
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
食
に
関
す
る
知
識

や
食
を
選
択
す
る
力
を
習
得

し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践

で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と

も
重
要
と
考
え
、
学
校
教
育

と
連
携
し
、
食
育
に
関
す
る

取
組
み
を
強
化
す
る
。

健
康
で
毎
日
を

過
ご
す
た
め
に

生
き
が
い
を
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
を

町
長

高
齢
者
が
ふ
れ
あ
え
る
憩
い
の
場
を
検
討
中

は
、
生
き
が
い
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

70
代
、
80
代
に
な
っ
て
も

生
き
が
い
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。
生
き
が

い
を
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
長

の
見
解
は
。

高
齢
者
の
方
々

が
ふ
れ
あ
え
る

場
所
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
駅
舎
を
利
用
し
、
駅
舎
を

憩
い
の
場
と
し
た
い
考
え
を

持
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
菜
園
で
作
っ

た
も
の
を
販
売
で
き
る
よ
う

場
所
を
作
り
、
そ
し
て
そ
れ

が
収
入
に
な
り
、
そ
の
収
入

で
ま
た
何
か
新
し
い
こ
と
な

ど
、
良
い
循
環
を
生
む
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。

町
長

嶋
田

おともだちとお昼ごはん（銀山へき地保育所） 特公賃住宅ほたる４（銀山地区）

ふまねっと運動（然別生活館）
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住吉　英子 議員

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

上村智恵子 議員

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

定住したいと思える環境整備に取組む町長

地域おこし隊の定住促進施策を
①
後
志
広
域
連

合
事
業
計
画
で

町
長

上
村

ほ
け
ん
課
長

町
長

上
村

　地域ケア会議は、地域包括支援セン

ターまたは市町村が主催し、設置・運

営する「行政職員をはじめ、地域の関

係者から構成される会議体」と定義さ

れています。

　地域ケア会議の目的は、個別ケース

の支援内容の検討を通じた、地域の介

護支援専門員の法の理念に基づいた高

齢者の自立支援に資するケアマネジメ

ントの支援、高齢者の実態把握や課題

解決のための地域包括支援ネットワー

クの構築、個別ケースの課題分析等を

行うことによる地域課題の把握、その

他地域の実情に応じて必要と認められ

る事項となっています。　

ニキボーのなになに？

地域ケア会議とは

上
村 安

心
で
き
る
介
護
施
策
の
実
施
を

町
長

地
域
ケ
ア
会
議
を
新
年
度
か
ら
開
始
す
る

は
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、

住
ま
い
及
び
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
推
進
し
て
い
く
と

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
要

支
援
１
・
２
の
人
が
受
け
て

い
る
訪
問
介
護
及
び
通
所
介

護
を
保
険
給
付
か
ら
外
し
、

町
の
地
域
支
援
事
業
に
移
行

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
一
律
の
基
準
も
廃
止

し
、
サ
ー
ビ
ス
は
専
門
知
識

や
資
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
多
様
な
担
い

手
に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
町

は
こ
の
受
入
体
制
が
で
き
て

い
る
の
か
。

②
町
政
執
行
方
針
の
中
で
、

予
防
給
付
事
業
で
は
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
と
し
て
い
る
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
関
係
機

関
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

ど
の
よ
う
な
体
制
を
も
っ

て
予
防
給
付
事
業
を
進
め
る

の
か
。

①
国
が
想
定
す

る
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
確
保
は
、
本

町
の
よ
う
な
小
さ
な
町
で
は

困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、
活

用
が
可
能
な
団
体
等
に
つ
い

て
、
本
年
４
月
以
降
に
設
置

す
る　

地
域
ケ
ア
会
議
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

②
新
事
業
に
移
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
て
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
が
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
様

な
主
体
に
よ
り
提
供
さ
れ
、

利
用
者
が
そ
の
中
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
可
能
と
な
る
。

　

本
町
の
場
合
、
多
様
な
主

体
の
確
保
は
困
難
で
あ
る
が

既
存
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
に
努
め
、
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を
模
索
し
て
い
く
。

４
月
以
降
に
設

置
す
る
地
域
ケ

住
吉
我
が
国
の
人
口

は
減
少
局
面
に

入
っ
て
お
り
、
若
者
の
地
方

か
ら
の
流
出
と
東
京
圏
へ
の

一
極
集
中
が
進
み
、
人
口
の

集
中
度
は
諸
外
国
に
比
べ
圧

倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
人
口
減
少

を
契
機
に
、
地
域
の
様
々
な

社
会
基
盤
の
維
持
は
、
困
難

な
状
況
に
陥
る
と
考
え
る
。

　

今
年
度
の
執
行
方
針
で
、

地
域
協
力
活
動
に
従
事
す
る

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
本

年
４
月
か
ら
募
集
し
、
関
係

機
関
と
調
整
し
な
が
ら
取
組

む
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。地

域
お
こ
し
協

力
隊
の
具
体
的

な
活
動
内
容
は
、
都
市
と
の

交
流
事
業
、
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
事
業
へ
の
応
援
、
農

村
景
観
や
環
境
保
全
に
関
す

る
取
組
み
、
新
規
就
農
希
望

者
の
定
着
支
援
等
の
活
動
、

住
民
の
生
活
支
援
、
高
齢
者

等
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、
健

康
づ
く
り
支
援
、
地
域
の
活

性
化
対
策
に
対
す
る
積
極
的

な
貢
献
を
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
隊
員
に
は
活
動
期

間
終
了
後
も
定
住
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
担
い
手
と
し

て
活
動
し
、
本
町
の
地
域
活

性
化
と
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

町
長

町
長

住
吉

ア
会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は

決
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
だ
決
定

し
て
い
な

い
が
、
町
職
員
、
包
括
セ
ン

タ
ー
職
員
、
町
の
事
業
所
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
事

業
者
、
医
師
、
歯
科
医
、
看

護
師
、
管
理
栄
養
士
等
を
考

え
て
い
る
。

構
成
メ
ン
バ
ー

が
ま
だ
決
定
し

て
い
な
い
こ
と
に
対
し
、
先

が
不
安
に
な
る
。
地
域
支
援

事
業
は
、
地
域
の
力
も
借
り

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
早

急
に
地
域
ケ
ア
会
議
の
構
成

メ
ン
バ
ー
を
決
定
し
、
実
態

を
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。

　

安
心
し
て
介
護
を
受
け
る

た
め
、
町
の
施
策
を
早
急
に

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

介
護
保
険
事
業

は
、
こ
れ
ま
で

も
国
の
様
々
な
動
き
に
地
方

も
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
ま
す

ま
す
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
町
独
自
の
体
制
を
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

ケ
ア
会
議
を
新
年
度
か
ら
開

始
し
、
構
成
メ
ン
バ
ー
も
選

定
す
る
。

隊
員
の
約
６
割

が
定
住
し
て
い

る
一
方
で
、
な
じ
め
な
い
ま

ま
離
れ
る
人
も
い
る
。
受
入

側
は
地
元
の
魅
力
を
十
分
に

伝
え
、
定
住
に
結
び
付
け
る

努
力
が
必
要
と
考
え
る
。

　

例
え
ば
、
定
住
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や
隊

員
か
ら
の
生
活
相
談
等
に
応

じ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の

設
置
、
ま
た
、
周
辺
自
治
体

と
連
携
し
、
隊
員
同
士
が
情

報
交
換
で
き
る
場
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
応
募
す

る
方
も
そ
れ
ぞ
れ
希
望
が
あ

る
の
で
、
自
治
体
と
の
考
え

が
一
致
し
な
け
れ
ば
成
立
し

な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

町
も
受
入
体
制
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
移
住
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
作
っ
て
も
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
だ
け
の
目
的
で
は

長
続
き
し
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
目
的
を
提
示
し
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
に
合
致
し
た

隊
員
に
来
て
も
ら
い
、
本
町

で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

ニキボーのなになに？

地域おこし協力隊とは
　地域おこし協力隊は、人口減少や高齢

化等の進行が著しい地方において、地域

外の人材を積極的に誘致し、その定住・

定着を図ることで、意欲ある都市住民の

ニーズに応えながら、地域力の維持・強

化を図っていくことを目的とする取組み

です。

　具体的には、地方自治体が都市住民を

受入れ、地域おこし協力隊員として委嘱

し、一定期間以上、各種地域協力活動に

従事してもらいながら、当該地域への定

住・定着を図っていくものです。

介護の相談はこちらへ（役場１階）
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皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

初
の
議
会
報
告
会
を
開
催

町
民
に
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て

　

平
成
27
年
２
月
７
日
（
土
）
仁
木
町
議
会
初
の
取
組
み
「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
51
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
当
日
の
次
第

　

１　

開　

会

　

２　

議
長
挨
拶

　

３　

議
員
紹
介

　

４　

議
会
報
告

　
　
　
　

議
会
の
し
く
み

　
　
　
　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
　

26
年
度
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　

25
年
度
決
算
特
別
委
員
会

　

５　

そ
の
他

　

６　

閉　

会

　

初
の
議
会
報
告
会
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
報
告
内
容

に
つ
い
て
、
種
々
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
議
会
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
議
会
の

し
く
み
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
か
ら
、
映
写

機
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
議
会
の

し
く
み
を
映
し
な
が
ら
説
明

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
委
員
会
の
報
告

方
法
も
同
様
に
、
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

報
告
内
容
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
の
委
員
会
活
動
と

し
、
各
委
員
長
が
議
会
だ
よ

り
等
を
使
用
し
な
が
ら
、
報

告
し
ま
し
た
。　

～PowerPointで説明資料を作成～

◆
元
の
町
議
会
の
ど
こ
が
問

題
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

議
会
報
告
会
を
開
催
し
た
こ

と
は
意
義
が
あ
り
ま
す
。
今

後
も
継
続
し
、
内
容
を
工
夫

し
、
町
民
と
の
対
話
、
情
報

の
発
信
に
つ
と
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
60
代
）

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問

　
　

議
会
中
継
は
、
ユ
ー
ス

ト
リ
ー
ム
や
ニ
コ
ニ
コ
動
画

な
ど
で
配
信
す
れ
ば
安
価
で

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

（
40
代
・
女
性
）

　
　

議
会
内
容
の
ネ
ッ
ト
公

開
体
制
を
整
備
す
べ
き
。

（
70
代
・
男
性
）

　
　

議
会
中
継
に
つ
き
ま
し

て
は
、
以
前
に
ユ
ー
ス
ト
リ

ー
ム
で
の
中
継
を
検
討
し
た

経
過
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
等
を
鑑

み
、
現
段
階
で
は
ネ
ッ
ト
中

継
は
し
な
い
と
の
結
論
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
内
容
は
、
会

議
録
を
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
、
公
開
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

◆
町
民
を
第
一
に
、
開
か
れ

た
町
政
・
町
議
会
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
町
民
が
望
む

こ
と
を
政
策
と
し
て
、
町
民

が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う

ま
ち
づ
く
り
を
。

（
50
代
・
男
性
）

◆
町
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ

く
り
、
そ
れ
に
沿
っ
た
議
会

活
動
を
す
べ
き
で
あ
り
、
こ

の
視
点
か
ら
す
る
と
、
報
告

会
の
真
の
意
味
が
な
い
と
考

え
る
。
再
考
を
！

（
70
代
・
男
性
）

◆
議
員
の
仁
木
町
の
現
状
や

経
済
活
動
に
つ
い
て
の
議
員

活
動
や
認
識
が
欠
如
し
て
い

る
。
町
職
員
の
政
策
立
案
能

力
が
無
い
に
等
し
い
。
町
民

に
は
、
今
何
の
為
の
議
会
か

町
行
政
か
を
厳
し
く
批
判
す

る
声
が
日
増
し
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
。（

70
代
・
男
性
）

◆
町
民
の
声
、
要
求
を
く
み

上
げ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
町

政
に
反
映
さ
せ
て
、
住
民
が

主
人
公
の
政
治
を
実
現
す
る

上
で
大
事
で
す
。
そ
こ
で
、

そ
の
役
割
を
発
揮
す
る
の
は

町
議
会
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
固

有
の
役
割
と
思
い
ま
す
。
個

々
の
議
員
に
報
告
会
を
促
進

さ
せ
る
何
ら
か
の
取
り
決
め

な
ど
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

（
50
代
・
男
性
）

◆
大
変
す
ば
ら
し
い
報
告
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
報
告

の
中
で
、
発
音
が
は
っ
き
り

せ
ず
、
聞
き
に
く
い
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
の
方

々
が
一
所
懸
命
取
組
む
姿
に

心
打
た
れ
ま
し
た
。
毎
年
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
い
た

し
ま
す
。

（
70
代
・
女
性
）

　
　

全
国
ど
こ
で
も
町
議
会

研
修
旅
行
が
あ
る
が
、
遊
び

に
行
く
の
な
ら
や
め
て
ほ
し

い
。
そ
の
研
修
旅
行
が
町
に

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
る
の

か
疑
問
に
思
い
ま
す
。
何
も

町
民
に
活
か
さ
れ
な
い
研
修

は
、
時
間
・
経
費
の
ム
ダ
の

た
め
、
取
り
や
め
た
方
が
良

い
で
す
。

（
60
代
・
女
性
）

　
　

こ
の
度
の
議
会
報
告
会

で
は
、
時
間
の
関
係
上
、
研

修
視
察
報
告
の
み
で
終
わ
ら

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

研
修
視
察
後
に
は
、
各
議

員
が
研
修
視
察
で
学
び
得
た

こ
と
を
本
町
の
政
策
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
一
般
質
問
に

お
い
て
町
長
に
対
し
、
提
言

し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
議
会
広
報
に
掲

載
し
て
い
る
一
般
質
問
及
び

研
修
視
察
報
告
は
要
約
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
説
明
不

足
な
点
を
反
省
し
て
お
り
ま

す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
今
後
に
向
け

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ

Ａ

ＱＱＡ

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
お
こ
と
わ
り

　

ご
意
見
、
ご
質
問
等
の
一
部

を
抜
粋
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査していきます。

追跡    あれからどうなった？

質問のゆくえ

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

念
願
の
初
入
選

Assembly topic 

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
で

は
、
「
町
村
議
会
広
報
」
の

編
集
技
術
向
上
と
紙
面
内
容

の
更
な
る
充
実
に
資
す
る
た

め
、
毎
年
、
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
町
議
会
が
発
行
す
る
「
議
会
だ
よ
り
に
き
１
０
１

号
」
が
、
第
29
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

念
願
の
入
選
（
総
合
９
位
・
優
良
賞
）
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
８
月
に
現
体
制
と
な
っ
た
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
で
は
、
「
町
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
広
報
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
、
定
例
会
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
た
ぷ
ち
通
信
の
発
行
や
議
員

の
似
顔
絵
を
採
用
し
た
り
と
、
議
会
広
報
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
取
組
み
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　　

議
員
諸
先
輩
方
が
町
民
の

声
に
応
え
発
刊
さ
れ
た
議
会

だ
よ
り
は
、
今
号
で
１
０
５

号
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
入
選
に
慢
心
す

る
こ
と
な
く
、
町
民
目
線
の

編
集
を
心
が
け
、
編
集
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

入
選
作
品
・
議
会
だ
よ
り
に
き
１
０
１
号

永
年
の
議
員
活
動
に
栄
誉

山
下
議
長
に
道
社
会
貢
献
賞

Assembly topic 

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　

こ
の
度
、
山
下
敏
二
議
長

が
永
年
に
わ
た
る
議
員
活
動

に
お
け
る
自
治
功
労
者
と
し

て
、
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
下
議
長
は
、
平
成
３
年

の
初
当
選
以
来
、
６
期
の
永

き
に
わ
た
り
、
議
会
議
員
と

し
て
町
政
に
参
画
し
、
そ
の

間
、
数
々
の
要
職
を
歴
任
。
現
在
は
議
長
と
し
て
、
議
会
運
営
に

大
き
く
寄
与
し
、
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
佐
藤
町
長
が
北
海
道
知
事
へ
推
薦
し
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
、
札
幌
市
に
お
い
て
、
高
橋
は
る
み
知
事
よ
り
直
接

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
荒
天
の
影
響
に
よ
り
表

彰
式
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
１
回
臨
時
会
（
平
成
27
年

１
月
30
日
開

催
）
開
会
前

に
表
彰
伝
達

式
を
執
り
行

い
、
佐
藤
町

長
よ
り
表
彰

状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

↓

　戦い抜ける仁木農業を構想するには、
新しい政策が必要と考える。
　例えば、地域おこし協力隊を活用し、
人口を増やすシステムを構築するなど、
有利性のある事業を調査・研究すべきと
考えるが、町はどう考えているのか。

地域おこし

協力隊の活用を

（平成26年第１回定例会・一般質問より）

質 問

地域おこし協力隊の

活用を検討します答 弁 ↓

活用決定！

今年度から活動開始現 在

　平成27年度の当初予算に、地域おこし協
力隊活動経費が計上されました。
　また、町政執
行方針において
協力隊員を４月
から募集し、７
月から活動可能
となるように関
係機関と調整し
ながら取組むと
の方針が示され
ました。

防災用備蓄倉庫整備事業を調査

◆
所
管
事
務
調
査

　

平
成
27
年
３
月
19
日
に
防
災
用
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
25
年
度
に
実
施
設
計
、
26
年
度
に

新
築
工
事
及
び
連
絡
路
新
設
工
事
と
、
２
か
年
に
わ
た
る

事
業
で
、
26
年
12
月
26
日
に
防
災
用
備
蓄
倉
庫
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

備
蓄
倉
庫
は
、
Ｒ
Ｃ
造
の
平
屋
で
、
車
庫
Ａ
・
Ｂ
及
び

備
蓄
庫
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
危
険
物
倉
庫
は
、
Ｒ
Ｃ
造
の
平
屋
で
、

第
４
類
第
１
石
油
類
（
ガ
ソ
リ
ン
）
の
申
請
容
量

１
５
０
０
ℓ
、
第
２
類
の
石
油
類
（
軽
油
）
の
申

請
容
量
２
０
０
０
ℓ
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
、

ガ
ソ
リ
ン
１
０
０
０
ℓ
、
軽
油
６
０
０
ℓ
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
備
蓄
計
画
に
沿
い
、
約
４
０
０
人
分

（
１
日
分
）
の
食
料
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
防

災
用
備
蓄
倉
庫
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27

年
度
以
降
に
備
蓄
計
画
を
改
正
す
る
案
を
町
防
災

会
議
に
提
出
し
た
上
で
今
後
検
討
し
て
い
く
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
対
策
の
充
実
で
災
害
に
強
い
町
へ
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すくすく広場は、毎週火曜日・保健センターで開催しています！

　

議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

次の議会は

ぜひ傍聴に来てください

（６月中旬を予定）
６月定例会

◆
編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長

　
山
下
　
敏
二

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　
住
吉
　
英
子

副
委
員
長

　
嶋
田
　
　
茂

委
　
員

　
大
野
　
雅
義

委
　
員

　
上
村
智
恵
子

編
集

　
後
記

　
北
国
特
有
の
長
い
冬
が
よ
う

や
く
終
わ
り
、
新
緑
が
ま
ば
ゆ

い
季
節
と
な
っ
た
４
月
24
日
、

旧
仁
木
商
業
高
等
学
校
に
本
校

を
移
し
、
学
校
法
人
恭
敬
学
園
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
北
海
道
芸
術
高
等
学
校
の
入
学
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
閉
校
か
ら
３
年
後
に
、
ま
さ
か
高
校
が
新

た
に
開
校
す
る
と
は
思
っ
て
も
な
く
、
本
町
に
と

っ
て
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
ね
。
生
徒
の
皆

さ
ん
に
は
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
等
で
本
町
の
特
産
物

を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
年
４
回
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
に
き
」

が
、
こ
の
度
、
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
９
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
議
会
活
動

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
〈
大
野
雅
義
〉

絆
～家族のつながり～

輝く町民さんを紹介！

人まちの

　
　
　

北
海
道
余
市
郡
仁
木
町
西
町
１
丁
目
36
番
地
１

　

０
１
３
５(

32)

３
９
５
４　
　

０
１
３
５(

32)

３
９
６
３

〒
048-

2492 

FAX

TEL

発
行
日
／
平
成
27
年
５
月
21
日(

年
４
回
発
行)

発
行
／
北
海
道
仁
木
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
町
の
情
報
発
信
を

船
田
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
北
町
）

　

北
町
在
住
の
船
田
貴
志
さ
ん
は

三
世
代
家
族
。

　

奥
様
の
安
奈
さ
ん
と
お
子
さ
ん

の
優
奈
ち
ゃ
ん
、
ご
両
親
の
５
人

家
族
で
す
。

　

銀
山
学
園
で
支
援
員
を
し
て
い

ま
す
。
両
親
は
、
農
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
で
す
ね
。
よ

い
ち
福
祉
会
の
お
お
き
な
木
に
行

っ
て
、
マ
マ
友
が
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
相
談
で
き
る
し
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

た
だ
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
出
産
し
や

す
い
環
境
で
は
な
い
で
す
ね
。
近

く
で
出
産
で
き
る
病
院
が
な
い
の

で
、
出
産
環
境
の
整
備
を
い
ち
早

く
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　

仁
木
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で

す
か
。

　

お
仕
事
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

住
吉
英
子
）

　

若
い
世
代
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情

報
発
信
が
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
議
会
で
も
検

討
し
て
み
ま
す
！

　

情
報
提
供
の
面
を
強
化
し
て
ほ

し
い
で
す
。
Ｈ
Ｐ
を
見
て
情
報
を

探
し
て
も
ら
う
よ
り
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ラ
イ
ン
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
）
を

活
用
し
て
情
報
を
流
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
広
報
や
チ
ラ
シ
も
良

い
け
れ
ど
、
若
者
は
ネ
ッ
ト
か
ら

情
報
を
得
る
時
代
な
の
で
、
時
代

に
合
っ
た
情
報
提
供
の
方
法
を
考

え
て
ほ
し
い
で
す
。

　

町
や
議
会
に
対
し
て
何
か
望
む

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
行
為
の
禁
止

癒し効 果 の あ る 陶芸

（
取
材　

住
吉
英
子
・
上
村
智
恵
子
）

仁
木
町
陶
芸
愛
好
会
の
皆
さ
ん

　

毎
年
、
文
化
祭
や
町
民
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
素
敵

な
作
品
を
出
展
さ
れ
て
い
る
陶

芸
愛
好
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

陶
芸
愛
好
会
は
、
昭
和
40
年

代
後
半
に
設
立
さ
れ
、
40
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
、
昨
年
、
永

年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ

後
志
管
内
教
育
実
践
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
数
は
15
名
で
す

が
、
多
い
と
き
に
は
30
名
近
く

い
た
そ
う
で
す
。

「
若
い
人
が
入
っ
て
く
れ
れ
ば

良
い
ん
だ
け
ど
、
年
々
高
齢
化
が
進
ん
で
ね
」
と
、
会
長

の
茅
野
さ
ん
。
陶
芸
愛
好
会
に
は
癒
し
を
求
め
て
入
会
す

る
方
も
多
い
そ
う
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
ス
ト
レ
ス
も
な

く
と
て
も
お
元
気
で
、
平
均
年
齢
72
歳
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
、
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　　

陶
芸
愛
好
会
の
作
品
は
、
「
や

す
ら
ぎ
焼
き
」
と
呼
ば
れ
、
多
く

の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス

を
忘
れ
癒
し
を
求
め
て
「
や
す
ら

ぎ
焼
き
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

議
会
だ
よ
り 

に
き
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